
目
標

目
標

目
標

達
成

方
法

目
標

達
成

方
法

重要度 達成度 重要度 達成度 重要度 達成度 重要度 達成度

3.92 3.42 4.00 3.33 3.33 3.17 3.92 3.33

1 4 4 4 4 3 3 4 3

2 4 3 4 3 3 4 4 2

3 4 4 4 3 3 4 4 4

4 4 4 4 3 3 4 4 3

5 4 3 4 3 3 2 3 3

6 4 3 4 3 3 3 4 4

7 4 4 4 4 4 3 4 4

8 4 3 4 4 3 4 4 3

9 3 3 4 3 4 3 4 3

10 4 3 4 3 4 3 4 3

11 4 4 4 4 3 3 4 4

12 4 3 4 3 4 2 4 4

項目4

達
成
方
法

達
成
方
法

② 授業では、音読の機会、発問の機会、生徒達の発表や発言の機会をできるだけ多く増やし、受け身ではなく主体的に
授業に参加させていく。多種多様な文章を多く取り上げて扱うことで、読解力や表現力の基本となる多くの語彙や
さまざまなものの考え方や感じ方に触れさせ、習得させていく。

② 生徒達が積極的に国語の学習に取り組める授業を実践する。

① 漢字テストや単語テスト、文法テストなどの小テストを定期に実践する。また、読書や副教材やプリントを用いた課題（宿題）を
課題として与えることで、家庭学習においても自発的に国語の学習に取り組めるようにする。

・中学段階から論理的に物事を考え、理解するための言葉や文章を身につけ、
高校段階では、現代文を通じて現代のさまざまな問題に対して多角的な見方や考え方があることを知り、
視野を広げて物事を考えられるようにするとともに、自分の考えを筋道立てて表現できるようにする。

③ タブレットや電子黒板を用いて、音声教材、映像教材を取り入れた五感を刺激する授業を実践する。

教員間で密に連携しながら、授業研究を深める。授業見学なども積極的に行う。本文掲載や板書補助、映像や音声資料を
電子黒板で積極的に活用する。タブレットの活用により、意見、発言のアウトプットを促す。

項目４

④ 生徒の進路実現の為に、個別に親身になって生徒に対応する。

成績不振者（定期考査・小テスト）には放課後や長期休業中に課題や補習を課してボトムアップをはかるとともに、
生徒のニーズに応じ、授業や放課後講習などで積極的に演習（入試問題演習）を実践して、能力を伸ばしていく。

項目2 項目3

平成３０年度　学校経営計画　各教科重点目標と達成方法

重要度

［４］大変に重要
［３］やや重要
［２］あまり重要でない
［１］重要でない

達成度

［４］７５～１００％
（ほぼ達成した）
［３］５０～７４％
（まあまあ達成した）
［２］２５～４９％
（あまり達成できな
かった）
［１］０～２４％
(ほとんど達成できて
いない)

国語科　平成３０年度重点目標

項目１

① 各学年または到達段階に応じた国語の力を生徒に身につけさせる。

・中学では読書指導や新聞作り百人一首の暗唱などの活動を通じて文章や言葉に常に関心を持たせていく。

・古典を通じて歴史や文化の特色を理解するとともに、文法や句法の分析を通じて読解を深め、問題を解決できる力を養成する。

項目２

・タブレットの活用と、「受験サプリ」などの自習教材アプリを活用し、能動的な学習を習慣化させる。

項目３

項目1

部署コード/平均

＜取組状況・次年度への課題など＞
・項目①、②、④については概ね達成することができたが、数値的な目標についてはまだまだ向上・改善の余地があるので引き続き努力を
継続して生徒たちの力をつけさせていきたい。
・項目③については、なるべく授業で使用するように努力はしているが、重要度の数値から考えると国語教育の本質上、タブレットや電子黒
板に依存しすぎてもいけないと考えている先生が多いと言うことである。ノート指導を含め、国語の原点を忘れないような教育とその媒体の
扱いについては今後も研究を重ねていきたい。

教科　－1－



平成３０年度　学校経営計画　各教科重点目標と達成方法

目
標

目
標

達
成

方
法

目
標

達
成

方
法

重要度 達成度 重要度 達成度 重要度 達成度

3.80 2.20 3.70 2.40 3.60 1.80

1 4 2 4 2 4 2

2 3 2 3 2 3 1

3 4 2 4 2 4 2

4 4 2 4 2 4 2

5 4 3 3 3 3 2

6 4 2 4 3 3 1

7 4 2 4 3 4 2

8 4 3 4 3 4 2

9 4 2 4 2 4 2

10 3 2 3 2 3 2

学習指導要領改訂に先んじたカリキュラムの検討・完成

議論の仕方やプレゼンテーションスキルの育成を授業内で定期的に行う。さらに、昨年度までも個々にＩＣＴを駆使したアクティブラーニング授業を
展開してきたが、個々の取り組みを教科全体で共有する機会にしかった反省を踏まえ、共有する機会を積極的に設け、研究授業を定期的に実施
する。

上記２つの目標の達成がよりスムーズになるために有効なカリキュラムを検討・完成していく。また地歴公民科だけでなく、他科目とも連携できる教
科横断型のカリキュラムを提案していくことも視野に入れる。

項目3

課題探究や協働作業などの観点を踏まえた評価を行うと同時に、それらを評価するための授業展開を研究・確立する。

知識・技能の習得はもちろん、思考力・判断力・表現力の発達度を正確に測るための考査を作成する。その際、論述問題数が増加することが予想
されるが、教員個々に採点基準が異なることで能力の育成に差異が生じないように、教科共通のルーブリックを作成していく。

項目３

項目２

大学入試改革に合わせた考査の作成や受験指導方法の確立

地歴公民科　平成３０年度重点目標

項目1 項目2

重要度

［４］大変に重要
［３］やや重要
［２］あまり重要でない
［１］重要でない

達成度

［４］７５～１００％
（ほぼ達成した）
［３］５０～７４％
（まあまあ達成した）
［２］２５～４９％
（あまり達成できな
かった）
［１］０～２４％
(ほとんど達成できて
いない)

項目１

学びの三要素（「知識・技能の習得」「思考力・判断力・表現力」「主体的に学びに向かう姿勢」）の育成につながる、ＩＣＴを駆使したアクティブラーニ
ング授業の展開と充実

達
成
方
法

部署コード/平均

＜取組状況・次年度への課題など＞
　　　第一に、重要度評価に教科教職員間でばらつきがあるので、教科方針を改めてゼロベースで再検討し、教科教職員全員のコンセン
サスを得られるよう引き続き努めたい。
項目１の達成度について、教職員個々に熱心に授業研究は行っているが、それを教科全体で共有する機会を設けることができなかったこ
とが達成度が伸び悩んだ理由であると考える。
来年度の研究授業の定期的な実施に向けて、今年度よりスケジュール等を検討していく。
項目２の達成度について、思考力・判断力・表現力の発達度を測る試みは個々に行っているが、教科共通のルーブリックを完成するに至っ
ていないことが達成度が伸び悩んだ理由であると考える。個々にルーブリックの原案を作成し、それらを合わせた上でブラッシュアップして
いく。
項目３の達成度について、教職員個々に情報収集は行っているが、教科全体による望ましいカリキュラム原案の作成に至っていないこと
が達成度が伸び悩んだ理由であると考える。
教科で育成すべき能力を段階的に設定し、学校全体や各学年で検討された方針にも沿う形で、カリキュラム原案の作成を進めていきた
い。
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平成３０年度　学校経営計画　各教科重点目標と達成方法

目
標

目
標

目
標

目
標

重要度 達成度 重要度 達成度 重要度 達成度 重要度 達成度

3.83 3.00 3.67 2.92 3.83 3.17 3.83 3.00

1 4 2 3 2 4 2 4 2

2 4 3 4 2 4 4 4 2

3 4 3 4 3 4 3 4 2

4 3 3 3 3 3 3 4 4

5 4 3 4 3 4 3 4 3

6 4 3 4 2 4 4 4 2

7 4 3 3 4 4 3 3 4

8 3 2 3 2 3 3 3 3

9 4 4 4 3 4 4 4 4

10 4 3 4 4 4 3 4 3

11 4 4 4 3 4 3 4 3

12 4 3 4 4 4 3 4 4

大学の入試問題を解き、教科で研究し情報共有する。また、その入試問題の特徴をシートにまとめ、生徒へ情報還元する。

研修などに参加し、教科で情報共有する。

基礎学力の定着

授業の質の向上

反転授業を取り入れ、演習量を増やすと共に、アクティブラーニングを活用し生徒の積極的な活動を促す。

研究授業による振り返りを行う。また積極的な授業見学を行い、意見交換をし、科としてのスキルアップを図る。

項目３ 達
成
方
法

ＭＭＴや小テスト等のこまめな実施。合格点を設け、合格するまで丁寧に指導していく。

外部模試を検証し、弱点を随時把握し、講習等を用いて補強していく。

中学３年生、高校１年生は数学検定を全員受検。他学年においても推奨していく。

変わりゆく大学入試への適切な対応

重要度

［４］大変に重要
［３］やや重要
［２］あまり重要でない
［１］重要でない

達成度

［４］７５～１００％
（ほぼ達成した）
［３］５０～７４％
（まあまあ達成した）
［２］２５～４９％
（あまり達成できな
かった）
［１］０～２４％
(ほとんど達成できて
いない)

数学科　平成３０年度重点目標

項目１ 達
成
方
法

項目２

ＩＣＴの活性化

タブレットを使った授業の実践。スタディサプリを用いて予習など自学自習を促したり、自分の作った解答を交換し合い、自らの学習姿勢を整える。

項目1 項目2 項目3 項目4

模試や、大学入試問題の解説をビデオに撮り、インターネット上でいつでも自学自習できる環境を整える。

項目４ 達
成
方
法

達
成
方
法

部署コード/平均

＜取組状況・次年度への課題など＞
概ね、重要性が高く数学科として共通認識ができている。あとは、達成するためにどのように取り組むかである。
項目１に関しては、反転授業の取り組み方を教科内で共有し、統一的な授業を行うことができた。今後はさらに意見交換や授業見学を行
い、お互いに質を高めていく必要がある。そのためにも、授業見学を積極的に行っていかなければならない。
項目２に関しては、特に達成度が低い。項目２のＩＣＴにおいては、ビデオを作成し家庭学習の環境を整えることはできたが、タブレットを
使った授業展開がまだまだ不十分である。各個人による差があるので、授業でのタブレット活用術など、研修などで情報を仕入れて、教科
会で定期的に実戦訓練をしていかなければならない。
項目４においては、担当学年にかかわらず各自大学入試問題を解くことはできており、その解いた問題に対する意見交換会も実践できた
が、まだまだ量が足りない。また、研修で得た内容をもっと科に還元していかなければならない。
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平成３０年度　学校経営計画　各教科重点目標と達成方法

目
標

目
標

重要度 達成度 重要度 達成度 重要度 達成度

3.86 3.14 3.29 3.00 3.57 3.00

1 4 4 3 3 3 2

2 3 3 3 3 3 3

3 4 2 3 2 4 2

4 4 4 4 3 4 4

5 4 3 3 3 4 4

6 4 3 4 4 4 3

7 4 3 3 3 3 3

タブレットを使った授業では、授業中だけではなくロイロノートを使用しての復習や宿題、スタディサプリを活用した予習・復習などを行うことにより、
家庭学習でも効果的に使えるように生徒に提案する。

高校１年生以下は、新テストに向けて教科研究を教員が行うともに、生徒にはプレゼンやディベートなどの発表の場を設けて企画・発表力向上を目
指す。

理科としての学力だけではなく、グローバル教育や環境問題なども視野に入れながら授業展開を行う。

学年・クラス・コースごとに目的をもった教科指導を行う。

高校３年生は、受験生指導として幅広い成績層の中で志望校別・レベル別など対応する。

高校２年生は、３年生から受験演習にスムーズに入れるように基礎学力の定着を図り、演習問題への着手を目指す。

重要度

［４］大変に重要
［３］やや重要
［２］あまり重要でない
［１］重要でない

達成度

［４］７５～１００％
（ほぼ達成した）
［３］５０～７４％
（まあまあ達成した）
［２］２５～４９％
（あまり達成できな
かった）
［１］０～２４％
(ほとんど達成できて
いない)

理科　平成３０年度重点目標

項目１

目
標

達
成
方
法

学年及び科目ごとに、より効果的な教材を作成し、共有する。

授業内に小テストや振り返りを行うことにより、生徒自身が知識の定着を図れるような授業展開をする。

②知識の定着とともに、問題演習を行うことにより、より発展的な知識理解ができるような授業展開および考査を実施する。

教科内での教員が情報共有を行い、受験指導は教科全員で行う。

タブレットや電子黒板を効果的に使った授業を行う。

実験や観察が困難な単元では、講義型の授業だけにならないように、書く・考える・発言する・話合いなどを多く取り入れる。

①理科に興味関心を抱き、生徒自らが進んで学習し、基礎学力の定着および成績向上する。

②高校の生徒が大学受験に対応できるような授業展開および教科研究をする。

①授業中は、生徒が主体的に学習活動を行えるように、実験や実習を多く取り入れる。

項目1 項目2 項目3

項目３ 達
成
方
法

項目２ 達
成
方
法

部署コード/平均

＜取組状況・次年度への課題など＞
項目１：重要度が最も高い項目に対して、達成度三項目の中では一番高かった。各教科担当者が、授業内に振り返りの時間をとったり、小
テストを行うことは実施できているが、毎回の授業で全教科担当者が行えているわけではないので、仕組みづくりをしていきたい。また、高
校生の受験指導に対しては授業担当者以外の理科の教員でも対応をし、受験生への体制作りはできてきたので、引き続き継続していきた
い。
また、②における高２・高３生に対しては、模試に向けて対策・演習を行い、模試の結果をみて、検証を行い弱点を強化していく。
項目２：電子黒板を用いて、デジタル教材やPowerPointを使った授業展開を行うことにより視覚でとらえる授業展開は定着してきたが、タブ
レットを有効活用した双方向の授業という点ではまだ工夫できるところがあると思われるので、教員間で情報共有し、外部の研修会などに
参加して研究を行っていきたい。
③学年ごとにおける目的を持った授業展開は行えてきているが、GLCやS類、G類といった特性に特化した違いを出せる授業展開を今後研
究を行い、教科内だけではなく、学年とも情報共有していきたい。
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平成３０年度　学校経営計画　各教科重点目標と達成方法

目
標

達
成

方
法

目
標

達
成

方
法

重要度 達成度 重要度 達成度 重要度 達成度

3.20 2.80 3.80 3.20 4.00 3.40

1 3 2 4 4 4 4

2 3 3 4 4 4 4

3 3 3 4 3 4 2

4 4 3 4 3 4 3

5 3 3 3 2 4 4

実技では、タブレットで自分の運動を撮影し、確認修正をしながら技術の向上を図る。

項目１

目
標

達
成
方
法

電子黒板・タブレットのICTを十分に活用して授業の実践を図る。

授業を、運動学的に、わかりやすく説明・展開していく。

項目３

グループ学習を通し、アクティブラーニングの実践。

生涯に通じる、運動の実践を理解させる。

体育の授業実施にあたり、教員全員が共通の認識を持ち、指導の一貫性を図る。（礼儀・時間厳守・思いやり・身だしなみ・協調性）

年度初めに生徒全体に向け、授業の心得を熟知させ、授業を受ける態度や意欲など授業を通じて礼儀の重要性を認識させる。

項目1 項目2 項目3

重要度

［４］大変に重要
［３］やや重要

［２］あまり重要でない
［１］重要でない

達成度

［４］７５～１００％
（ほぼ達成した）
［３］５０～７４％

（まあまあ達成した）
［２］２５～４９％

（あまり達成できな
かった）

［１］０～２４％
(ほとんど達成できて

いない)

項目２

健康の大切さを認識させ、日常生活の中で積極的に運動を取り入れるようにする。

保健体育科　平成３０年度重点目標

部署コード/平均

＜取組状況・次年度への課題など＞
中学・高校の保健の授業に関しては電子黒板を十分に活用できている。タブレット活用では特にマット運動で動画撮影するなど工夫し,他
者と自身の動きを比較しながら学習ができた。球技授業時のタブレットの扱いには検討の必要があるが（破損の恐れ）、他の種目でもでき
る限り利用してみたい。生涯に通じる運動の実践に関しては、体を動かしたり、協力をして練習を進める楽しさ、できなかったことができるよ
うになる達成感を味わわせるよう工夫した。礼儀・時間厳守・思いやり・身だしなみ・協調性など教科で同一認識を確認しながら授業をすす
めたが、来年度も引き続き教科の中で意思疎通を図っていきたい。タブレット活用を中学・高校の保健授業の中でも活用する取り組みも教
科で考えていく。
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平成３０年度　学校経営計画　各教科重点目標と達成方法

目
標

達
成

方
法

重要度 達成度 重要度 達成度 重要度 達成度

3.33 3.00 4.00 3.67 3.00 2.00

1 4 4 4 4 3 2

2 3 2 4 4 3 1

3 3 3 4 3 3 3

芸術を通じて地域活動に参加する

・地域での芸術活動（コンサート、展覧会等）に積極的に参加し、地域活動の大切さを気付かせる

丁寧な対面教育を心がけ、生活習慣の基礎を身に着けさせる

芸術活動を通じて「目標に向かって諦めずに努力し、達成感を味わい」、「豊な心」を養い、培う

・授業での挨拶、姿勢、態度にも気を配り、生活習慣の基礎を身に着けさせる

・音楽・美術・書道それぞれの科目の中で、与えられた課題に対しての意味を考え、目標に向かって最後まで諦めずに努力する姿勢を養う

・高い目標を設定し、目標を達成するために仲間と協力し、その過程で生じる様々な問題を自ら解決していく力を育てる

学力向上に向けて２１世紀型アクティブラーニングを授業の中に取り入れていく

また、電子黒板、タブレットなどのＩＣＴを使って、よりわかりやすく、深い授業を展開していく

・授業の中で生徒同士、生徒と教員の意見交換相互理解の時間を持ち「気づき」を深める

・授業の内容に応じて電子黒板、タブレットなどのＩＣＴを利用して、課題の理解を深めさせる

・タブレットの記録機能を使い、自分たちの演奏、作品を客観的に知ることにより、高いレベルの演奏、作品を目指し、自主的に進める力を養う

項目３

項目２

目
標

達
成
方
法

目
標

項目1 項目2 項目3

重要度

［４］大変に重要
［３］やや重要

［２］あまり重要でない
［１］重要でない

達成度

［４］７５～１００％
（ほぼ達成した）
［３］５０～７４％

（まあまあ達成した）
［２］２５～４９％

（あまり達成できな
かった）

［１］０～２４％
(ほとんど達成できて

いない)

達
成
方
法

項目１

芸術科　平成３０年度重点目標

部署コード/平均

＜取組状況・次年度への課題など＞
芸術科は科目により傾向があるため、重要度、達成度に違いがある。
項目１に関しては、科目内での研究にとどまり、教科での話し合いの機会が少なかったが、確実にアクティブラーニング、ＩＣＴの利用頻度
が上がり、課題の理解が深まった。
項目２に関しては、「目標に向かって諦めずに努力し、達成感を味わい」、「豊な心」を養い、培う力は、年度当初に掲げた目標について継
続して取り組め、ほぼ予定通り授業を実施できていた。
項目３に関しては科目、学年、学期によってばらつきがある。芸術を通して地域と積極的に関わること大切さ、意義を感じている。
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平成３０年度　学校経営計画　各教科重点目標と達成方法

重要度 達成度 重要度 達成度 重要度 達成度

3.83 2.75 3.58 2.92 3.75 2.83

1 4 3 4 3 4 3

2 4 4 4 4 4 4

3 4 3 4 2 3 2

4 3 3 3 4 4 4

5 4 2 4 2 4 2

6 4 3 4 4 4 3

7 4 3 4 3 4 3

8 4 2 4 2 3 2

9 4 3 3 3 4 4

10 4 2 4 4 4 2

11 3 3 2 2 3 3

12 4 2 3 2 4 2

13 4 3 4 3 4 3

14 4 3 4 3 4 4

15 4 3 4 3 4 3

16 4 4 3 4 4 4

・タブレットのロイロノートを使って、生徒がグループワークで課題プレゼンテーションを英語でするように指導する。

・オンライン英会話を週１回行うことで、英語での実践的な会話力を養う。それによって英検の取得率を上げる。

・アクティブラーニングを実践し、ピアサポートの中で生徒が英語でコミュニケーションを取るようにする。

・デジタル教科書のフラッシュカード、スラッシュリーディング、シャドーイングなどの機能を使って生徒の理解を促進する。

・タブレットのスタディサプリEnglishで家庭学習を促進し、英語の合計学習時間を学校での授業時間の2倍以上になるようにする。

・他教科の教員と連携を深める。特に生徒が日本語でディベートが出来るように、校内の環境を整える。

・ディベートの指導を通して、生徒が相手の立場を理解して、論理的に考え、自分の考えを相手に効率的に英語で伝えられるようにする。

・外国語発表会でのプレゼンテーションコンテストの指導を通して、生徒が大勢の人に対して自分の意見を英語で効果的に発表できるようにする。

項目３

目
　
標

達
成
方
法

グローバルリーダースクラス（ＧＬＣ）の充実を図る。

GLCの授業活動が牽引力となってアドバンストクラスの英語の授業が変化するようにする。コアクラスにも会話に使える基礎力をつける。それに
よって、学校全体が「グローバル」の意識を持って、世界の課題を理解し、主体的に考えて行動するようにする。

英語だけでなく第二外国語としてのフランス語の教育の普及を促進する。

・海外提携校との連携を深める。帰国した生徒同士が交流する機会を多くする。両校の教員同士が互いを理解し新たな企画をする。

・外国語発表会やコリブリの交流・留学を通じてフランス語の学習を盛んにする。仏語のネイティブの授業環境を準備する。

GLC生は、海外大学を含めたＳＧＵへ過半数が受験するようにする。受験した生徒の過半数が希望校に進学するようにする。

・授業のスピードを上げ、教科書を早く終わるようにし、次年度に残さない。余裕の時間を利用し模試対策を授業時間内に実施する。

・電子黒板の活用を促進する。教科書本文の解説、英文法や英語構文の分析・解説を電子ペンを使ってわかりやすく行う。

・パワーポイントを利用して、動画やイラストを見せたり、アニメーション機能を使って英文を立体的に理解できるようにする。

・英語の授業を教員がお互いに参観する。必ず授業後の意見交換をする。

「実践的英語力」を目指した英語の授業の充実を目指す。

英語をコミュニケーションの道具として理解し、実際の場面で使えるようにする。

英語学習が目的ではなく、生徒それぞれの目的を達成するための強力な力であるという認識を生徒も教員も全員で共有する。

・クラスルームイングリッシュを多用し、生徒の多様な英語活動を授業に取り入れる。日本人教員は50％以上英語を使用する。

・ネイティブと日本人教員の協力を進め、教員間の英語でのコミュニケーションを密にする。教科会での英語の使用を多くする。

・早朝・放課後の補習体制を整え、理解の遅い生徒を助け、生徒の全体的なレベルアップに繋げる。

大学合格率の向上を推進する。

アドバンストクラスの生徒は国立・私立難関校に過半数が受験するようにする。受験した生徒の過半数が希望校に進学するようにする。

項目２

目
　
標

達
成
方
法

外国語科　平成３０年度重点目標

項目１

目
　
標

項目1 項目2 項目3

重要度

［４］大変に重要
［３］やや重要

［２］あまり重要でない
［１］重要でない

達成度

［４］７５～１００％
（ほぼ達成した）
［３］５０～７４％

（まあまあ達成した）
［２］２５～４９％

（あまり達成できな
かった）

［１］０～２４％
(ほとんど達成できて

いない)

達
成
方
法

・校外の様々な研修会に英語教員が積極的に参加する。また校内で英語ディベートの研修を行い、英語表現にディベート学習を導入する。

コアクラスの生徒はGMARCHレベルの大学に過半数が受験するようにする。受験した生徒の過半数が希望校に進学するようにする。

部署コード/平均

＜取組状況・次年度への課題など＞
項目１、項目２、項目３ともに重要度に対して達成度が低い傾向にある。重要性は十分理解しているが、実践において苦闘している様子がうかがえる。
項目１は達成度４が少ないが達成度２も少ない。それに対し項目２、項目３では達成度が高い教諭と低い教諭に分かれているようである。学年により、ま
たコア・アド・GLCなどのコースにより教員の自己評価にも差が出ていると推測される。
模擬テストや大学入試のデータなどでも生徒間に実力差があり、個々の生徒の実態に合わせたきめ細かい指導が求められている。しかし教科全体として
の指導の方向性を共通認識することによって、全体の傾向も動いて行くことも確かである。
次年度に向けても、コース間の違いや生徒の実態について意見交換を密に行い、現在行っている取り組みを引き続き推し進めて行きたい。
特に日本人教諭による英語使用、ネイティブ教員と日本人教員とのコミュニケーション、生徒中心のアクティブラーニングの進展等を推し進めて行く。
教科目標達成努力の継続が、結果に結びつくと信じている。
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平成３０年度　学校経営計画　各教科重点目標と達成方法

目
標

重要度 達成度 重要度 達成度 重要度 達成度

3.67 3.00 4.00 3.00 3.67 3.00

1 4 3 4 3 4 3

2 3 3 4 3 3 3

3 4 3 4 3 4 3

さらに、最後まで諦めず努力することの素晴らしさや、やり遂げたときの晴れやかな達成感を体感することで、さらにその気持ちを高められるように
する。

・「目標に向かって最後まで諦めず努力する姿勢」を 培える場面を多様に配置する。

・実習・課題、検定等を通し、成功体験を重ね、自らの行動に自信と誇りを持つことができるようにする。

家庭科　平成３０年度重点目標

項目１

目
　
標

達
成
方
法

・２１世紀型のアクティブラーニング授業を展開し、 「自ら学ぶ姿勢 」を身に付け、生徒自らが実践していくように導き、自ら課題を見つけ、解決する
姿勢に導くことのできる、質の高い授業を展開できるようにする。

・技術分野で、将来、プログラミン教育を取り入れていけるよう準備を進める。

・質の高い授業展開を目指して、電子黒板 ・タブレットなどの ＩＣＴを 充分活用 した指導ができるよう、自己啓発し、開発、研修に力を注ぐ。

・グローバル人材育成の取り組みの充実を図るため、可能な場面での英語の使用機会をつくる。

・女子に受け入れやすい分野のプログラミングの分野を研究し、生徒がアルゴリズムを理解し、自ら組み立てられるようにする。

・調理実習など、できる範囲で英語を使用する。

項目1 項目2 項目3

重要度

［４］大変に重要
［３］やや重要

［２］あまり重要でない
［１］重要でない

達成度

［４］７５～１００％
（ほぼ達成した）
［３］５０～７４％

（まあまあ達成した）
［２］２５～４９％

（あまり達成できな
かった）

［１］０～２４％
(ほとんど達成できて

いない)

また、実習では、完成品を評価し、次に生かす工夫と技術の向上が目指せるようにする。

項目３ 達
成
方
法

部署コード/平均

＜取組状況・次年度への課題など＞
各項目の重要度に関しては、ほぼ共有できている。特に、項目２に関しては、重要度の認識が揃っており、習得に対する力の入れ方が同
程度であったかと思う。しかし、各項目の達成度に関しては、残念ながら十分に達成されたとは言えないことが、大変残念である。しかし、
各学年、各分野で、達成の程度の高低があり、しっかりと達成されたと感じる部分と、まだまだ習得されたとは言えないと感じるところが
あっての、平均値としての達成度の評価であると思われる。教科の担当上複数学年にわたり、担当しているため、各学年での達成結果と
ならない部分が残念である。
次年度は、重要項目の達成度を上げられるよう、各学年に関する特定の項目を設け、重点的に取り組む試みも必要であると思われる。そ
うすることで、各成長段階での問題点などが浮き彫りとなり、教員にとっても、取組みのポイントが明確となり、指導の展開が絞られると思
われる。
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平成３０年度　学校経営計画　各教科重点目標と達成方法

目
標

目
標

目
標

達
成

方
法

重要度 達成度 重要度 達成度 重要度 達成度

4.00 4.00 4.00 3.00 4.00 3.00

1 4 4 4 3 4 3

項目３

項目２ 達
成
方
法

情報科　平成３０年度重点目標

項目１ 達
成
方
法

・ディスカッションやグループ発表形式を実践することで、知識習得だけでなく主体的に考えて行動できるようにする。

社会の変化や最新のICT技術に対応する

ICTを活用する授業の実践

生徒が積極的に参加する授業の実践

・ロイロノート・スクールやmanabaなどのクラウドシステムを活用した授業を実践する。

・ICT活用委員会と連携し、システムトラブルやアプリケーションのアップデートに対応しつつ、授業を円滑にすすめられるよう校内のICT環境の整
備に努める。

・最新のICT技術の動向を常に注視し、外部研修会や展示会等に積極的に参加し教員間での情報共有に努める。
それらを授業に還元できるよう努める。

部署コード/平均

＜取組状況・次年度への課題など＞
項目１に関しては、現行のICTツールの活用だけでなく、新たなシステム（GoogleAppsなど）を取り入れるなど、概ね実践できたと思われる。
ただし、環境整備については、最善は尽くしたものの、経年劣化等による不具合は避けられなかったこともあり、次年度以降のリプレースで
改善できるようにしたいと考えている。
項目２に関しては、取り組みとしては概ね達成できたと思われるが、インプットとアウトプットの効果的なバランスをもう少し考慮した授業展
開をするべきであったと思われる。次年度は教科書・副教材も変更になるため、「生徒が主体的に考えて行動できる」バランスのよい展開
を再度検討していきたいと考えている。
項目３に関しては、外部の研修会や展示会には極力参加したものの、情報共有をするという点においては不足することが多かったように
思う。次年度は、本項目に限らず、教職員間の情報共有の方法についても、さまざまな視点から考慮していきたいと考えている。

項目1 項目2 項目3

重要度

［４］大変に重要
［３］やや重要

［２］あまり重要でない
［１］重要でない

達成度

［４］７５～１００％
（ほぼ達成した）
［３］５０～７４％

（まあまあ達成した）
［２］２５～４９％

（あまり達成できな
かった）

［１］０～２４％
(ほとんど達成できて

いない)

・オフィスソフトについて、基本的な操作方法の習得だけでなく、実践的に活用できるように、演習を中心にして、生徒が自ら学び考えて効率の良い
操作方法を身につけるように促す。
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